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研究成果をどのように活用し、どのような貢献ができるか
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これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

今日、日本のみならず、世界各国の教育政策において、教育の質保証の観点からのスタンダード設定

に関する議論が隆盛しています。その一方で、教育の質保証のための指導改善という本来の目的を越え

て、学習者に対してスタンダードの達成を一様に求めるといった形で、学習評価へのスタンダード準拠

評価の導入が急速に進んでいます。

コンピテンシーや資質・能力といった用語の使用とともに、評価の対象はこれまで以上に広くとらえ

られるようになっています。近年、「パフォーマンス評価」という用語も学校で一般に使用されるよう

になり、かつて広く取り入れられていた客観テストに代表される単純な知識や技能を問うような筆記式

の評価方法以外にも、レポート等の長文での文章記述やプレゼンテーション等の実演形式の方法も積極

的に導入して評価がなされるようになっています。教育実践を通して学習者に育てようとしているのは、

いわゆる「テスト学力」だけではないので、評価におけるこうした変化は歓迎されるべきことです。

ですが、その一方で、評価におけるこうした変化は教育実践に次のようなことをもたらしています。

すなわち、以前は、学習全体の中の限られた学習成果に対してのみ、つまり客観テストのような方法で

評価される学習成果に対してのみ、学習者に対して「正答」や「目指すべき達成基準」が示されていた

のですが、現在では、学習全体にわたって「正答」や「目指すべき達成基準」が示されるようになりつ

つあります。学習全体がスタンダード準拠評価の対象となりつつあると言えます。あらゆる学習成果を

スタンダード化して学習者の学習全体を管理しようとする潮流のなかで、次のようなことが危惧されま

す。全学習者に共通のスタンダードに照らした一様な評価やそれにもとづくフィードバックは、個々の

学習者たちの意思や発達のペースや学習特性を考慮に入れられないということです。

スタンダード準拠評価のこうした問題点をふまえて、どのようにすれば学習評価が個々の学習者に

とってより意義のあるものになるかについて研究をしています。
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「多様性」という用語は、現に、教育における一つのキーワードになっていますが、グローバル化を
はじめとして社会変革が急速に進む中で、学校を取り巻く学習環境や教室の中の個々の学習者のニーズ
はこれまで以上に多様化することは想像に難くありません。こうした中で、学習評価は、スタンダード
に準拠した評価という普及・定着した評価の方法論を、一度相対化してその意義を検証し直したり、評
価のオルタナティブ・アプローチを探求したりする必要に迫られています。
これまで、自然主義的評価（naturalistic evaluation）、エンパワメント評価、イプサティブ評価

（ipsative assessment）といったオルタナティブ・アプローチや「一人ひとりをいかす」と訳されるこ
ともある“differentiate”という考え方について研究を進めています。
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